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様式第４号（第 11項関係）  

 

審議会等の会議の記録  

 

 
審 議 会 等 の 名 称 令 和 ８年度第１回西脇 市まちづくり推進審議会

 開 催 日 時 令 和 ８年６月 25日（木） 午後７時 00分～８時 30分

 開 催 場 所 西 脇 市役所　大会議室

 出 席 委 員 の 氏 名  

又 は 人 数

石 田 祐会長、藤原悟副 会長、服部功友委員、  

小 谷 和幸委員、松山千 鈴委員、森川元良委員、  

來 住 啓子委員、大嶋祐 子委員、岸本あかり委員、  

田 中 美紗子委員、西山 桂委員、堀井悠次委員  計 12名

 欠 席 委 員 の 氏 名  

又 は 人 数
―

 出 席 職 員 の 職 ・  

氏 名 又 は 人 数

ま ち づくり部長　藤井 隆弘、まちづくり課長　藤 原

あ か り、まちづくり課 主査　中野直道、まちづく り

課 職 員　野村悟史　計 ４名

 公開・非 公 開 の 別 公 開

 非公開の 理 由 ―

 傍聴人の 数 ０ 名

 議題又は 協 議 事 項  

 

 

 

 

１ ・ ２　開会、市民憲 章朗唱  

３ 　 委員委嘱  

４ 　 市長あいさつ  

５ 　 委員紹介（自己紹 介）  

６ 　 概要説明  

７ 　 協議事項  

　 ⑴ 　正副会長の選任 について  

　 ⑵ 　諮問  

　 ⑶ 　部会の設置につ いて  

　 　 ア　部会での決定 を審議会の決定とすること に

ついて  

　 　 イ　部会員の指名  

　 ⑷ 　西脇市地区まち づくり実践補助事業及び市 民

提案型まちづ くり事業について  

　 ⑸ 　年間スケジュー ルについて  

　 ⑹ 　市民主体のまち づくり活動活性化方策につ い

て（意見交換 ）  

８ 　 今後の予定につい て、閉会
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 会議の記録 （概要）

 発 言 者 発 言内容等

 １ ・ ２ 　 開 会 、 市民 憲章 朗唱  

３ 　 委 員 委 嘱  

４ 　 市 長 あ い さ つ  

５ 　 委 員 紹 介 （ 自己 紹介 ）

  

事 務 局

６ 　 概 要 説 明  

　 　 資 料 １ に 基 づき、西脇 市まちづくり推進 審議会の役割等に

つ い て 事 務 局 から説明

  

 

事 務 局  

 

 

 

市 長  

 

 

 

 

会 長  

 

 

 

 

 

 

 

会 長  

 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局  

７ 　 協 議 等  

　 ⑴ 　 正 副 会 長 の選任について  

会 長 及 び 副会 長の選任について 、事務局案として会長に

石 田 祐 委 員 、 副会長に藤原悟委 員を提案し承認された。  

　 ⑵ 　 諮 問  

　 〇 　 市 民 主 体のまちづくり活動活性化 方策について  

新 た な 担い手の参画を促進する 方策の検討など市 民主

体 の ま ち づくり活動の活性化に 資する方策につい て審議

会 の 意 見 を求める。  

　 ⑶ 　 部 会 の 設 置について  

　 　 ア 　 部 会 で の決定を審議会の決定と することについて  

地 区 ま ちづくり実践補 助事業と市民提案 型まちづくり

事 業 の 企 画書の審査は 部会を設けて、そ の中で密に審査

を す る こ ととする。部 会での審議結果に ついては、審議

会 に 報 告 いただき、最 終的に審議会の決 定とする。  

〇 　 委 員 からの異議が なかったため、部 会を設置するこ

と 、 ま た部会 での決定を審議会 の決定とすること につ

い て 承 認  

　 　 イ 　 部 会 員 の指名  

審 査 委 員として、以前から審査 委員としての経験 が豊

富 で あ る 方や、なるべ く審査対象の団体 に属さない方な

ど 考 慮 し た上で事務局 と相談し提案する 。  

○ 　 ま ち づくり活動審査部会  

委 員 からの異議がなか ったため、小谷和幸 委員、藤

原 悟 委 員、來住啓子 委員、岸本あかり委 員の４名で部

会 を 構 成することと する。  

⑷ 　 西 脇 市 地 区まちづくり実践補助事業 及び市民提案型ま ち

づ く り 事 業 に ついて  

資 料 ２ 及 び資料３に基 づき、西脇市地区まちづ くり実践
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事 務 局  

 

 

 

会 長  

 

委 員  

 

 

 

 

 

 

委 員  

 

 

 

 

委 員  

 

 

 

 

委 員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補 助 事 業 及 び市民提案 型まちづくり事業の概要に ついて事

務 局 か ら 説 明  

　 ⑸ 　 年 間 ス ケ ジュールについて  

　 　 　 資 料 ４ に 基づき、本審議会の年間 スケジュールにつ いて

事 務 局 か ら 説明  

　 ⑹ 　 市 民 主 体 のまちづくり活動 活性化方策につい て（意見交

換 ）  

　 　 　 市 か ら 諮 問された、新たな担い手 の参画を促す取組 につ

い て 、 各 委 員の御意見をお聞か せいただきたい。  

　 　 　 イ ベ ン ト の企画運営を行っている 際、若い世代から の意

見 が 頭 ご な しに否定され、その メンバーが辞めら れていく  

こ と が あ っ た 。また、西脇から 進学で離れている子どもが 、

地 元 の イ ベ ン トに参加するため 帰ってきてくれている。手

伝 っ て く れ る 理由を聞くと、「 手伝うのが楽しいから」と

の こ と だ っ た 。自分が楽しんで いないと、参加している方

も 楽 し め な い ということを改め て認識させられた。  

　 　 　 地 区 で 移 動販売車の運行、カフェ 及び売店を運営し てい

る 。 移 動 販 売車は高齢者が買い 物を楽しむ場、カ フェは憩

い の 場 と な っている。様々な手 法でメンバーを集 めている  

が 、 高 齢 化 が 進んでおり、今後 の運営が課題となっている 。

こ の 審 議 会 で 学んでいきたいと 考えている。  

　 　 　 所 属 す る 団体では女性の参画が増 えており、副会長 に２

人 の 女 性 が 入っている。その１ 人は 40代の方で、仕 事が終

わ っ て か ら 参加してくださって いる。参加理由を 聞くと、

「 楽 し い か ら」とのこと。若い 方が自分の仲間や 知り合い

を 連 れ て き てくださるのが最も 効果的だと考えて いる。  

　 　 　 ま ち づ く り活動は仕事とは異なり 、失敗してもその 場で

や め る こ と ができるため、やり たいことをみんな で行うこ

と が 大 切 で ある。楽しいことを することで仲間を 集めてい

け れ ば と 思 う。市民提案型まち づくり事業の補助 団体の中

に 、 子 育 て に関係した事業を展 開する女性グルー プがあっ

た が 、 活 動 が長続きしなかった ように感じる。こ うしたグ

ル ー プ に 男 性を加えた体制にし ていった方が長続 きするの

で は な い か 。また、若い方が企 画された婚活イベ ントを見

る と 、 婚 活 とゴルフを組み合わ せた大変興味深い イベント

に な っ て い た。若い人が参画し てくれると、多方 面の意見

が 出 て 、 面 白い企画ができるの かなと感じる。か つて自分

が 住 ん で い る地区でアンケート を取った際、自分 から積極
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委 員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員  

 

 

 

 

 

 

 

委 員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

的 に 参 画 で きないけれど、何か あれば手伝ってく れるとい

う 意 見 が 多 くあった。まちづく り活動を進める立 場として

は 、 非 常 に 心強いものである。  

　 　 　 私 が 地 域 の活動に参画するきっか けとなったのは、 会長

の 熱 意 だ っ た。活動する中で、 参画してくれる方 が増えな

い こ と が 悩 みだったが、最近部 会長になって意識 している

の は 、 ト ッ プダウンで進めるの ではなく、委員の 意見をサ

ポ ー ト す る 形で進めていると、 楽しく活動してく ださって

い る 。 こ の ように進めていると 、地区外から活動 に参加し

た い と い う 申し出があり、良い 循環が生まれてい ると感じ

て い る 。 ま た、最近は高校生と の連携に注力して いる。高

校 生 は 大 変 な熱意を持ってまち づくりに参加して くださっ

て い る 。 高 校生が行うまちづく り活動に報償や承 認を与え

る と 、 将 来 社会に出たときに、 地元を面白くした いという

気 持 ち が 帰 ってきてくれるきっ かけにならないか と考えて

い る 。  

　 　 　 先 月 の 播 州織産地博覧会とわいわ いまちなかに参加 した

が 、 ど ち ら も来場者も多く、地 元の人も楽しんで 参加され

て お り 、 か つての商店街エリア に活気が戻ってい た。若い

人 は 子 育 て や仕事で精一杯で、 まちづくり活動ま で気が回

ら な い と 思 うが、何か一緒にや ると楽しんで実施 してくだ

さ る 。 周 り の方を巻き込みなが ら実施することが 重要だと

考 え る 。 そ のためには、多くの 世代が参加できる イベント

を 作 る こ と が大切なのではない か。  

　 　 　 子 ど も の 参画が大切といった話が あったが、昔は地 域の

祭 り が 活 発 で、氏子の代表に選 ばれるなど、祭り に携わる

こ と で 地 域 への愛着が生まれ、 その次の世代も定 住して祭

り に 携 わ る いう流れがあったと 思うが、それが薄 くなって

き て い る と 感じられる。また、 私が住んでいる村 では 40代

の 方 が 役 員 をしている。移住し て１年も経ってな いが、新

し い 友 達 を 作るために役員にな ったとのことであ った。新

し い コ ミ ュ ニティーを作るため に参画するという 考え方も

良 い の で は ないか。次に家族に ついてであるが、 自分の家

族 は 何 か や りたいと言えば、喜 んで送り出してく れる。た

だ し 、 晩 御 飯の時間や送迎の時 間と重なって参加 できない

事 情 が あ る 方もいると思うので 、そのあたりを市 がカバー

で き れ ば 、 良い環境になるので はないか。それに 加え、ア  

イ デ ア を 出 す と、そこから企画 運営や効果測定まで任され 、
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委 員  

 

 

 

 

委 員  

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員  

 

 

 

 

委 員  

 

 

 

 

会 長  

委 員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大 変 だ っ た こ とがある。発案者 に全てを任せるのではなく 、

周 り の 方 と 一 緒に進められるよ うなまちづくりができれば

と 思 う 。  

自 分 の 意 見を 気軽に発言できる 場があればいいのではな

い か と 思 う 。 他の委員の話にあ ったが、まちづくり活動に

参 加 さ れ た 女 性に活動を続けて もらうには、そのような活

動 を 世 間 に 認 めてもらえるよう な場があればいいのではな

い か 。  

ま ち づ く りに は人を集めるイベ ントが何より大切であり、

そ の イ ベ ン ト によって広報活動 もできるし、経済活動にも  

つ な が る と 考 えている。スタン プラリーのようなイベント  

は 、 普 段 参 加 されていない方か らの異なった視点での意見

を 取 り 入 れ ら れるので良いと思 う。また、学生時代に加入

し て い た サ ー クルでは、メンバ ーのアイデアを否定せず、

み ん な で 考 え ていくということ を大切にしていた。住民の

意 識 が 変 わ れ ば、老若男女問わ ず、全員がまちづくりに携

わ る 地 域 に な っていくのではな いか。  

食 を 通 じ て、 多くの人が交流で き、また食について学べ

る 場 を 作 り た いと思い、同じ想 いを持った仲間と団体を立

ち 上 げ た 。 お いしいものや楽し いことに子どもが集まり、

子 ど も が 集 ま るとその親や祖父 母が集まってくるので、そ

の よ う な 場 所 を作っていきたい 。  

日 々 ま ち づく り活動をしている 人にとっては、まちづく

り 活 動 に 参 加 したいからではな く、西脇での暮らしを豊か

に し た り 、 日 々の暮らしにある 小さな課題を解決したいと

思 い 、 活 動 を 続けられていると 思う。そのような考えを地

域 に 根 付 か さ せる支援ができた らと考えている。  

他 の 委 員 の話 を聞いて、何か意 見はあるか。  

以 前 、 他 市で 子どもを対象とし た環境啓発の体験学習を

企 画 し て い た ことがある。当時 はそういったイベントの数

も 少 な か っ た ため、参加者が溢 れていた。今はイベントは

増 え た が 、 少 子化が進んだため 、人が集まらないイベント

も 多 く あ る 。 こういったイベン トは結局、子どもの取り合  

い に な っ て い るように感じる。 他の委員の話にもあったが 、

子 ど も を 対 象 にしたイベントは 必然的に親や祖父母がつい

て く る の で 、 来場者は多くなる 。西脇市はまだ体験学習が

少 な い よ う に 感じるので対策を 講じるべきである。西脇市

も 子 ど も の 数 が減っており、そ の数を取り合っても仕方な
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委 員  

 

 

 

委 員  

 

 

 

 

 

 

会 長  

 

 

 

委 員  

会 長  

い の で 、 様 々 なやり方を考えれ ばいいのでは。  

他 の 委 員 の話 のなかで、町の役 員になって活動をしなが

ら 仲 間 を 増 や す話があったかと 思うが、私も町の会計を務

め て い る 。 役 員になって自分の 意見をイベント等に反映で

き る こ と は 非 常に良いことだと 思う。  

ま ち づ く りに ついて想いがある 方がもっと出てきてくれ

れ ば 、 ま ち づ くり活動も活性化 し、楽しく皆さんが過ごせ

る と 思 う 。 他 の委員の話にもあ ったが、アイデアや意見を

出 す と 、 自 分 が責任を取らなけ ればならないという気持ち

が あ る の で は ないかと思う。そ こは団体が引き受けて、み

ん な で 協 力 し て進めていくよう になれば、素晴らしい意見

が ど ん ど ん 出 てくるようになっ ていくのではないか。  

委 員 の 皆 さま から様々な意見を 頂いたが、担い手不足と

い う テ ー マ は 少し広く感じるた め、今日の皆さまの意見を

踏 ま え て 事 務 局と協議し、次回 から協議する具体的な事項

を 決 定 さ せ て いただきたいと思 うがよろしいか。  

異 議 な し  

事 務 局 と の調 整の結果、皆さま の意見を全て反映するこ

と は 難 し い と 思うが、御了承い ただきたい。

 ８ 　 今 後 の 予 定 につ いて 、閉 会  

ま ち づ く り 活 動審査部会や第２ 回まちづくり推進 審議会の

開 催 日 程 に つ いて説明

 
問 合 せ 先 　 ま ち づ く り 部 まちづくり課


